
助成事業細目

助成事業者名

事業名

大会主催者

大会開催会期 平成 27 年 10 月 30 日 ～ 平成 27 年 11 月 1 日

大会開催地

実施した事業の成果

人

人

回

大会に関する広報活動の方法（複数回答）

( )

事業報告書
【国際競技大会開催助成】

大会開催事業

公益財団法人日本卓球協会

2015ITTF 女子ワールドカップ仙台　大会開催事業

国際卓球連盟

宮城県仙台市　ゼビオアリーナ仙台

地元仙台の多くの人々が卓球の国際大会に携わり、また、多くの人々が日本人選手の活躍や世界のトッププレーヤーの白熱した
試合を見ることができたことにより、卓球競技の普及および発展に寄与することができたと考える。
出場した日本選手のみならず、世界トップレベルの試合を間近で観戦できた様々なレベルの日本人プレーヤーにとっても、、
競技力向上の一因となったと思われる。

実施した事業に対する評価

大会運営については、大会組織委員会および専門性をもった各業者の支援のもと、滞りなく実施できた。
大会期間中の来場者数は、目標としていた人数に達しなかったものの、予想以上にテレビ、新聞などのメディアの関心を引き、
来場できなかった多くの人々に卓球を目にする機会を与えることができた。

平成２７年度目標 平成２７年度実績

ボランティア数 200 人 111

観戦者数 9,000 人 4,848

メディア露出数 100 回 430

〔実施事業の実施体制〕

国際卓球連盟が本大会を主催し、主管である公益財団法人日本卓球協会が大会組織委員会を組織した。
実際の運営は、大会組織委員会で行い、専門性が必要とされる業務については、外部業者等に委託して大会準備・運営を行った。
出入国に関しては、本会国際担当が対応し、宿泊・輸送業務は、京王観光に委託した。医療については、大会会場に隣接している
仙台市立病院と連携がとれ、警備、通信業務についても業務委託先業者で担当者を配置し、迅速な対応ができる連絡体制をとっ
た。
別紙・組織図参照

実施した事業の内容

参加国数（予選会参加国数含む） 42 か国

広報活動

〔事業の詳細〕

1996年から始まった「ITTF 女子ワールドカップ」は、ITTF（国際卓球連盟）主催大会のひとつで、毎年一回開催されている。
この大会は、オリンピック、世界選手権と並ぶ最上位の大会として格付けられており、世界チャンピオンや各大陸（アジア、アフ
リカ、
オセアニア、ヨーロッパ、ラテンアメリカ、北アメリカ）予選を勝ち上がった選手たちが、白熱した試合を繰り広げた。
また、今大会は仙台市での開催ということもあり、震災復興支援を掲げ、協力企業の支援のもと、被災地の子供たちを大会に招待
した。

事業の第三者への委任（委託等）の有無

〔委任がある場合の内容〕

・宿泊、輸送業務・・・京王観光㈱　　　　　　　　　　・情報通信ネットワーク整備業務・・・㈱エクスパート
・協賛社管理業務・・・㈱電通　　　　　　　　　　　　・各種制作物制作業務・・・㈱ムラヤマ　ほか

有 無

行わなかった

ホームページ テレビＣＭ 広報媒体への掲載

その他

SNS

HPで公開事務所等に備え、自由に閲覧できる環境を整備その他広報誌・会報誌等で公開特段の情報の公開は行っていない情報開示請求があった場合に開示事業の実施状況（助成金の交付を受けている旨を記載し、事業の進捗、途中経過を公開）事業の実施結果（助成金の交付を受けた旨を記載し、事業の完了報告を公開）助成金の交付を受けた旨は公開できない助成金の使途に関する情報（助成金額（交付決定額）及び何に使用したのかを公開）


